
近
年
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
の
存
在
感
が

急
速
に
増
し
、
世
界
的
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
中
国
の
貿
易
・
投
資
は
、
こ

こ
一
○
年
で
大
幅
に
増
大
し
た
。
中
国
は
ス
ー
ダ

ン
や
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
大
量

の
石
油
を
買
付
け
、
中
国
製
軽
工
業
品
は
雪
崩
を

打
っ
て
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
と
流
入
し
て
い
る
。
加

え
て
、
ア
フ
リ
カ
で
の
中
国
の
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン

ス
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
昨
年
一
一
月
、
北

京
に
多
数
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
国
家
元
首
を
招
い

て
開
催
さ
れ
た
「
中
国
・
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
や
、
今
年
五
月
に
上
海

で
開
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
の
年
次
総
会
は
、

そ
の
象
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

●
「
日
中
ア
フ
リ
カ
会
議
」
の
企
画

中
国
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
が
国
際
的
な
関
心
を

集
め
る
一
方
、
日
本
で
は
、
そ
の
実
態
に
関
す
る

具
体
的
な
情
報
が
乏
し
い
。
ア
フ
リ
カ
研
究
者
同

士
の
交
流
も
、
日
中
間
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

日
中
間
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
我
々
が
中
国
の
ア
フ
リ

カ
研
究
者
を
招
き
会
議
を
企
画
し
た
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
ま
ず

は
、
お
互
い
が
研
究
者
と
し
て
ア
フ
リ
カ
を
ど
う

見
て
い
る
の
か
や
、
日
中
両
国
の
対
ア
フ
リ
カ
関

の
対
ア
フ
リ
カ
関

係
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
報
告
し
、
そ
れ
を
題
材
に

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
報
告
し
、
そ
れ
を
題
材
に

議
論
す
る
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
、
今
後
の
共

同
研
究
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ

う
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

二
○
○
七
年
三
月
に
中
国
研
究
者
の
大
西
康
雄

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

と
ア
フ
リ
カ
研
究
者
の
平
野
克
己
（
ジ
ェ
ト
ロ
・

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
長
│
当
時
）
の
二
人

が
北
京
の
主
要
な
ア
フ
リ
カ
研
究
機
関
を
訪
問
し
、

会
議
の
趣
旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
側
か
ら

賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
局
、
中
国
社
会

科
学
院
、
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
、
商
務
部

か
ら
五
名
の
研
究
者
を
招
き
、
九
月
に
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
国
側
の
五
名
の
研
究
者
は
九
月
九
日
か
ら
一

四
日
ま
で
東
京
に
滞
在
し
、
こ
の
間
ク
ロ
ー
ズ
ド

の
会
議
（
一
一
日
）
と
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
一

三
日
）
を
実
施
し
た
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
会
議
で
は

提
出
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
た
が
、
そ
の
ペ
ー
パ
ー
は
一
二
月
を
目
処
に
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ド
で
公
開
さ
れ

ェ
ブ
サ
イ
ド
で
公
開
さ
れ

ブ
サ
イ
ド
で
公
開
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

●
会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ロ
ー
ズ
ド
会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
こ
で
の

議
論
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
会
議
は
五
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
総
合
討
議
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
「
ア
フ
リ
カ
経
済
の
現
況
を
ど

う
見
る
か
」
で
は
、
平
野
克
己
と
姚
桂
梅
（
中
国

社
会
科
学
院
西
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
ア
フ

リ
カ
研
究
室
副
室
長
）
か
ら
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ

経
済
に
対
す
る
見
解
が
披
瀝
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ

経
済
へ
の
見
方
は
、
双
方
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

長
く
停
滞
が
続
い
た
ア
フ
リ
カ
経
済
は
一
九
九

○
年
代
半
ば
か
ら
成
長
に
転
じ
、
今
日
に
至
る
ま

で
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
経
済
成
長
が
持
続
し
て
い

る
。
こ
の
成
長
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
を
は

じ
め
と
す
る
資
源
輸
出
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
国
内
の
受
益
層
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
貧

困
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る
。
近
年
の
ア

フ
リ
カ
の
経
済
成
長
は
、
製
造
業
の
成
長
に
支
え

ら
れ
た
ア
ジ
ア
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
持

続
可
能
性
に
依
然
と
し
て
不
安
が
残
る
。
二
人
の

報
告
者
は
、
と
も
に
こ
う
し
た
点
を
指
摘
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
「
日
中
の
ア
フ
リ
カ
研
究
」
は
、

両
国
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
の
歴
史
と
現
状
に

つ
い
て
、
張
宏
明
（
中
国
社
会
科
学
院
西
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
副
所
長
）
と
武
内
進
一
が
報

成長するアフリカ
——日本と中国の視点

武内進一
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告
し
た
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の
ア
フ

リ
カ
研
究
が
辿
っ
て
き
た
対
照
的
な
歩
み
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
。

図
式
化
し
て
い
え
ば
、
中
国
の
ア
フ
リ
カ
研
究

は
「
政
治
か
ら
学
術
へ
」
と
い
う
方
向
性
を
有
し

て
い
る
。
一
九
六
○
〜
七
○
年
代
に
か
け
て
、
中

国
の
ア
フ
リ
カ
研
究
は
政
治
色
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

色
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
改
革
開
放
の
時
代
にに

な
る
と
学
術
的
な
性
格
が
強
ま
り
、
近
年
で
は
複

学
術
的
な
性
格
が
強
ま
り
、
近
年
で
は
複

数
の
大
学
・
研
究
機
関
に
ア
フ
リ
カ
研
究
の
拠
点

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
、
霊

長
類
学
や
人
類
学
な
ど
で
ア
フ
リ
カ
研
究
の
中
心

を
占
め
て
き
た
京
都
大
学
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
典

型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
政
策
的
実
践

か
ら
遠
い
位
置
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
一
九
九
○
年
代
以
降
、
ア
フ
リ
カ
の
厳
し
い

現
実
に
促
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
援
助
や
開
発
政
策

を
意
識
し
た
研
究
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
「
対
ア
フ
リ
カ
外
交
」
で
は
、

日
中
双
方
の
ア
フ
リ
カ
外
交
の
性
格
が
紹
介
さ
れ

た
。
日
本
の
ア
フ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
佐
藤
誠

（
立
命
館
大
学
教
授
）
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
し
た
。
日
本
の
対
ア
フ
リ

カ
政
策
は
、
二
国
間
関
係
の
枠
組
み
で
は
な
く
、

常
に
第
三
者
（
日
本
と
ア
フ
リ
カ
以
外
の
地
域
・

諸
国
）
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
決
め
ら
れ
る
と
い

う
主
張
で
あ
る
。
か
つ
て
日
本
は
、
ア
ジ
ア
や
中

東
諸
国
向
け
外
交
の
経
験
を
ア
フ
リ
カ
に
適
用
し

た
。
近
年
の
日
本
の
ア
フ
リ
カ
政
策
は
、
欧
米
諸

国
の
反
応
を
念
頭
に
置
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
曾
強
（
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
教

授
）
は
、
中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
、

植
民
地
解
放
闘
争
へ
の
支
援
以
来
一
貫
性
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
一
九
八
二
年
の
第
一
二
回
中
国
共
産

党
全
国
人
民
代
表
大
会
以
降
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性

人
民
代
表
大
会
以
降
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性

代
表
大
会
以
降
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性

が
薄
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
「
対
ア
フ
リ
カ
開
発
協
力
」
で

は
、
両
国
の
開
発
援
助
政
策
が
議
論
さ
れ
た
。
徐

偉
忠
（
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
ア
フ
リ
カ
研

究
部
主
任
）
は
、
改
革
開
放
期
以
前
の
援
助
が
解

放
闘
争
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
現
在
も
台

湾
問
題
を
は
じ
め
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
と
は
異
な

る
援
助
の
論
理
を
中
国
が
持
つ
こ
と
を
強
調
す
る

一
方
で
、
援
助
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に

作
る
か
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
や
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
っ
た
問

題
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
近
年
の
課
題
と
し
て
挙

げ
た
。
望
月
克
哉
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領
域

セ
ン
タ
ー
専
任
調
査
役
）
は
、
日
本
の
開
発
援
助

が
要
請
主
義
や
政
経
分
離
と
い
っ
た
か
つ
て
の
理

念
か
ら
転
換
し
て
き
た
こ
と
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア

の
経
験
の
活
用
を
主
張
す
る
一
方
で
、
欧
米
諸
国

と
協
調
的
な
援
助
政
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
をを

指
摘
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
５
「
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
貿
易
・

投
資
」
で
は
、
具
体
的
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き

な
が
ら
、
両
国
の
対
ア
フ
リ
カ
経
済
関
係
が
紹
介

さ
れ
た
。
岡
田
茂
樹
（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
ク
セ
ン
タ
ー
次
長
）
は
、
近
年
の
日
本
の
対
ア

次
長
）
は
、
近
年
の
日
本
の
対
ア

）
は
、
近
年
の
日
本
の
対
ア

フ
リ
カ
貿
易
の
特
徴
と
し
て
、
石
油
を
中
心
と
す

る
鉱
物
資
源
の
輸
入
が
拡
大
し
て
全
体
で
見
る
と

入
超
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
輸
出
と
し
て
は
南
ア

フ
リ
カ
向
け
自
動
車
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
ま
た
、
一
九
六
○
〜
七
○
年
代
に
進
出
し

た
日
本
企
業
の
多
く
は
八
○
年
代
ま
で
に
撤
退
し

た
が
、
九
○
年
代
に
な
る
と
、
件
数
は
少
な
い
も

の
の
一
件
あ
た
り
の
金
額
が
大
き
い
新
た
な
タ
イ

プ
の
投
資
（
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
）
が
出
現
し
た
と

い
う
。

宋
志
勇
（
商
務
部
中
国
国
際
貿
易
経
済
合
作
研

究
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
部
副
主
任
）
に
よ

れ
ば
、
中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
貿
易
は
二
○
○
○
年

以
降
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
二
○
○
四
年
以
降

は
日
本
と
同
様
に
入
超
に
な
っ
て
い
る
。
資
源

（
石
油
）
を
輸
入
し
、
電
子
機
器
や
衣
料
と
い
っ

た
工
業
品
を
輸
出
す
る
構
造
で
あ
る
。
国
営
企
業

だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
の
進
出
が
急
速
に
拡
大

し
て
お
り
、
そ
の
実
態
は
商
務
部
と
し
て
も
把
握

で
き
て
い
な
い
。
中
国
政
府
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
と

の
貿
易
摩
擦
を
深
刻
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、
劣
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悪
な
品
質
の
商
品
を
輸
出
す
る
企
業
へ
の
指
導
な

ど
も
含
め
て
、
対
応
策
を
協
議
し
て
い
る
。

●
会
議
を
終
え
て

や
は
り
、
直
接
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
議
論
す
る

こ
と
は
重
要
だ
。
お
互
い
の
距
離
は
意
外
に
近
い
、

と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
で
あ
る
。
私
は
中
国
に

関
し
て
は
全
く
の
素
人
だ
が
、
代
表
的
な
研
究
機

関
の
研
究
者
と
直
接
議
論
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の

ア
フ
リ
カ
研
究
の
ス
タ
ン
ス
や
水
準
に
関
し
て
実

感
的
な
印
象
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
で
は

日
本
ほ
ど
現
地
に
根
ざ
し
た
ア
フ
リ
カ
研
究
は
進

ん
で
い
な
い
が
、
政
治
と
は
一
線
を
画
し
た
研
究

活
動
が
育
ち
つ
つ
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
と
し

て
交
流
す
る
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
た
。

会
議
で
は
、
日
中
双
方
が
ア
フ
リ
カ
の
現
況
に

関
し
て
似
た
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
経
済
は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で

成
長
し
て
い
る
と
は
い
え
、
製
造
業
が
育
っ
て
お

ら
ず
、
持
続
可
能
性
に
不
安
が
残
る
。
し
た
が
っ

不
安
が
残
る
。
し
た
が
っ

が
残
る
。
し
た
が
っ

て
、
製
造
業
の
育
成
や
、
農
村
開
発
を
通
じ
て
貧

困
削
減
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
治
面
で
言

え
ば
、
各
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
平
和
構
築
が
最
大

の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国
際
社
会
の
関
与

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
会
議

に
参
加
し
た
研
究
者
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
投
資
環
境
に
日
中
双
方
の

企
業
が
苦
し
ん
で
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
多
く

の
日
本
企
業
は
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
ア
フ
リ

カ
か
ら
撤
退
し
た
。
中
国
企
業
は
活
発
に
ア
フ
リ

カ
諸
国
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
地
で
様

々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
特
に
治
安
問
題
は

深
刻
で
あ
り
、
二
○
○
七
年
四
月
に
は
、
中
国
企

業
が
反
政
府
武
装
勢
力
に
襲
撃
さ
れ
、
一
○
名
近

く
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
起
こ
っ

た
。
活
発
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
に
ど
の
よ
う

に
環
境
整
備
を
行
う
か
、
そ
し
て
進
出
し
た
企
業

に
ど
の
よ
う
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
か
と

い
う
点
で
は
、
日
中
を
含
め
た
国
際
社
会
は
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
政
府
と
共
通
の
利
害
を
有
し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
議
論
に
よ
っ
て
、
相
違
が
確
認
さ

れ
た
点
も
あ
る
。
台
湾
問
題
や
中
国
の
武
器
輸
出

な
ど
、
日
中
双
方
の
ス
タ
ン
ス
が
大
き
く
異
な
る

論
点
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
予
想

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
が
発
展
途
上
国
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
を
欲
し
、
ア
フ
リ
カ
外
交

も
そ
う
し
た
政
策
に
規
定
さ
れ
る
以
上
、
日
本
や

欧
米
と
異
な
る
見
解
が
表
出
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
中
国
側
の
研
究
者
が
、

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
や
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
平
和
構
築

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
異
口
同
音
に
強
調
し
た
こ

と
で
あ
る
。
中
国
政
府
も
同
様
の
認
識
を
有
し
て

い
る
と
す
れ
ば
（
そ
の
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ

う
）、
中
国
の
対
外
政
策
の
原
則
と
し
て
し
ば
し

ば
説
明
さ
れ
る
「
内
政
不
干
渉
」や
「
政
経
分
離
」

と
い
っ
た
言
葉
は
、
か
な
り
の
程
度
「
建
前
」
と

し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

改
善
に
せ
よ
、
平
和
構
築
に
せ
よ
、
相
手
国
の
内

政
に
関
与
し
な
い
で
は
達
成
で
き
な
い
し
、
他
の

国
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
な
領
域
で
あ
る
。
中

国
と
し
て
も
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
単
独
で
関
与
す

る
の
で
は
な
く
、
国
際
社
会
や
他
の
ド
ナ
ー
の
存

在
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
中
国
は
二

○
○
五
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
定
め
た
援
助
の
指
針

（「
パ
リ
宣
言
」）
に
署
名
し
て
い
る
。

今
回
の
会
議
は
、
日
中
の
ア
フ
リ
カ
研
究
者
に

と
っ
て
、
事
実
上
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
タ
ク

ト
」
で
あ
っ
た
。
今
後
い
か
な
る
形
で
協
力
し
て

い
け
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の

か
は
な
お
未
知
数
だ
が
、
少
な
く
と
も
協
力
に
向

け
た
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。「
我
々

は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
確

認
で
き
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

（ 

た
け
う
ち　

し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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